
低コスト造林の実践にむけて
～造林・保育のトータルコストの削減をめざして～

上川北部森林管理署

【現状】

【今後の目標】
国有林のフィールドを活用した、造林・保育のトータルコスト削減に向けた技術の検
証や、有益な技術情報の収集と情報発信などにより、地域への普及・定着を目指す。

今後人工林の主伐が増加するこ
とから、市町村等を中心に、造林
及び保育量の増加に対応した林業
従事者の育成や作業の省力化・低
コスト化についての検討が進めら
れている。

①調査及び比較検証
を継続し、造林・保
育の低コスト化に繋
がる有益な技術情報
の発信

②国有林のフィール
ド等を活用した現地
検討会での技術の普
及・啓発により民有
林行政の参考となる
ように取組む。

【課題・目的】
造林、保育の省力化・低コスト

化が課題であり、伐採から保育ま
でのトータルコストの削減を目的
とする。

【これまでの取組・成果】
○小型林業機械の活用によるトー
タルコストの削減

小規模分散した事業地での活用
が期待される小型フォワーダ及び
下刈作業の軽労化に向けた乗車式
草刈機に係る現地検討会を開催。
今後の実用化に向け、伐根や起

伏に対応した走行性をどのように
したら確保できるかなどの改良点
を確認。

②国有林のフィールド
等を活用した現地検討
会での技術交流等によ
り、地域での低コスト
造林の取組に貢献して
普及・啓発を図る。

【平成29年度の取組結果・成果】

①コンテナ苗の調査・検証（継続）
平成2５年度から植付作業の省力化

や下刈回数の削減などの造林・保育コ
ストの低減に向けて、コンテナ苗と裸
苗を植栽した箇所で比較対照プロット
を設定し、苗高及び根元径、生存率の
調査を５年間行い、その結果を検証し
た。裸苗と比較した結果、コンテナ苗
の生存率が高いことが確認された。

②天然更新の調査・検証（新規）
平成２９年度から造林コスト（植付経費）の低

減に向けて、天然更新も有効な手法の一つである
ことから、日陰となりやすい林縁部と他の箇所で
比較対照プロットを設定し、トドマツ天然稚幼樹
発生状況等の調査を継続中。

今後の取組で
目指すところ

③ササの回復状況の調査・検証（新規）
平成２９年度から下刈回数の削減などの保育コ

ストの低減に向けて、ササの根茎を除去しやすい
グラップルレーキを使用した機械地拵箇所とグラ
ップルを使用した機械地拵箇所で比較対照プロッ
トを設定し、ササの回復状況等の調査を継続中。
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